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このプロジェクトは、DIRECT TO EXPO 2025プログラムのもと、 
ポーランド国立学術交流機関の支援を受けています



あなたの家が私たちの歌を口ずさむ

2025年国際博覧会（2025年大阪・関西万博）において、ポーランド国立学術交流機関（NAWA）の行う国際科学イベン
トで展覧会「Your Homes Hum Our Songs」（あなたの家が私たちの歌を口ずさむ）が開催されます。皆様のご来場を
心よりお待ち申し上げます。
プロジェクト「Your Homes Hum Our Songs」（あなたの家は私たちの歌を口ずさむ）は場所とアイデンティティや場
所と思い出、の複雑な関係を扱います。それは、「自分自身の居場所」との結びつきの生成と持続に関する質問を問
いかけています。個人的そして社会的な目まぐるしい変化と侵害の時代に -必然的にせよ選択的にせよ- その場所に居
住、または移住する人々について物語るものです。これは具体的な移住に関する物語であり、他国や恵まれた土地へ
の移住よりも、内部に焦点を当てたものです。このプロジェクトは、多くの移住形態に伴う文化的剥奪、疎外感、お
よび精神的な故郷の喪失といった問題にも取り組んでいます。
このプロジェクトのきっかけは、北海道白老町のアイヌ民族博物館の展示に出品されていた数分間の記録ビデオでし
た。そのビデオには、伝統的な衣装に身を包んだ老女が、暗闇の中、無感情な声で素朴な切ない物語を口ずさむ姿が
映っていました。老女は、帝国軍によって自身の集落を破壊されたこと、死、恐怖、そして生存者たちとその世界で
永遠に続く果てしない空虚について歌っています。
老婆の歌は、博物館の壁を越え、北海道の森林の湿地帯を漂い、廃屋と新築の家を巡り、役所の換気から出て、古い
ラジオとスリープ状態のノートパソコンのスピーカーからささやきます。
アーティストが扱う基本的な問いは、特定の場所や領土への帰属意識の喪失や希薄化に関するものです。「自分の」
場所に住んでいても、よそ者のように感じることはあり得るのだろうか。また、どのような状況で家は「消滅」する
のか。そしてそれでもなお地球上で唯一の場所であり続けるのか、という問いです。
現代の移住の形態は居住地や大陸の境界を越えることが多い中、家という概念そのものが根本的に再定義されること
になります。つまり今日、家とは地図上の一点ではなく、無限大の宇宙全体を意味することもあります。
人々とその「故郷」との関係に加え、このプロジェクトの焦点は、言うまでもなく、その - 荒廃し、見捨てられ、消
えつつある - 場所自体にあります。それはやがてすべての声が聞こえなくなる場所ですが、依然として白老の老女の
静かな歌声は響き渡ることでしょう。 
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会場：美術愛住館
東京都新宿区愛住町2-5
〒160-0005

会期： 2025年8月20日（水）– 8月31日（日）
開館時間： 11:00–17:00
休館日： 月曜・火曜

会場：東京藝術大学 絵画棟1階 YUGA Gallery
東京都台東区上野公園12-8 
〒110-8714

会期： 2025年8月18日（月）– 9月1日（月）
開館時間： 11:00–17:00

出展アーティスト：
カロル・バビッチ / マルタ・ボルゴシュ / ヴィクトリア・ブラウン / パトリツヤ・フシェノフスカ / 董欣語 / グジ
ェゴシュ・ガヨス / アガタ・ゲルトヒェン / 銀山めい / ヤロスワフ・グルコフスキ / マレク・グジブ / オリヴァ
ー・ハムブシュ / 廣瀬文香 / マグダレナ・フラヴァチ / ウカシュ・フツラク / アレクサンドラ・ヤニック / 金井み
ゆ / 金森桜子 / 加藤凜太朗 / ピョトル・クミタ / マルコ・コロミツキー / モニカ・コニェチナ / アンナ・コゥオ
ジェイチク / マルタ・クビャク / 工藤春香 / ヤクブ・レニャルト / リシンイ / ヴィニチュス・リバルドニ / 劉子涵 
/ 馬晨尭 / 真鍋由伽子 / ミハウ・マレク / ダリア・ミレッカ / 宮寺雷太 / カミル・モスコフチェンコ / タツヤ・
ムカイヤマ / イヴォナ・オグロツカ / プシェメク・ピンタル / ヴォイチェフ・プコチ / パヴェウ・プジオ / アンド
ラニク・サハキアン / ミヒャエル・シュナイダー / シビラ・スカウバ / 杉本将己 / スズキ・ヒラク / ダニエラ・
タゴフスカ / 高橋梓 / アンナ・トロヤノフスカ / アレクサンドラ・トロヤノフスカ / マウゴジャタ・エト・ベル・
ヴァルリコフスカ / クシシュトフ・ヴァワシェク / マヤ・ヴォリンスカ / 横尾拓郎 / ホンザ・ザモイスキ / 鄭琪
 
キュレーター: アレクサンドラ・ヤニック / プシェメク・ピンタル / ヴォイチェフ・プコチュ  
展覧会：美術愛住館、YUGA Gallery
レセプション：美術愛住館、2025年8月30日（土）16:00–18:00


